










　未熟児保育における基本的問題として,hypoxiaへの治療は,児の救命のため,

そしてよりよき神経学的予後のため,根本的な重要性をもっており,hyperoxia

の回避は,未熱児網膜症の予防に不可欠である。未熟児の酸素療法は,この

hypoxia の脅威と,hyperoxia の危険との間にはさまれて,宿命的な dilemma に

つきまとわれている。


